







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Pe7何々 XXx x翼 x翼
（以下省略）
資本（主）は諸口に対して借方。23＆L6．8h．8．pen．

















































6月 30日残高、Debet 6月 30日 残高、Credite
To　現　金 232295108 Pθ7資本主 1 3464 4
To　何　々 ・　　■ ・　　・　　■　　■ ・　　■ 0　9 p2r　ジェームス・トラスティー4 11114 9



































































































































































































































































































































































































































































































































































L，　5，　d． 40ヤードを現金で仕入 L． s．
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Jan． 1 To　Cash………．．＿．．．．2 125 0 0 Mar．21 By　Depreciation，5％13 6 5 0
This　is　thesum　paid carried　to　Trade　Exp一





























125 0 0 ildings，　Machinery，　or
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（管理と要約）にあり，controlにっき「月次
残高帳」を，digest（of　all　accounts）につき
「統計帳」を，それぞれ提案しているのである。
　月次残高帳は，左右両頁にまたがって，1
月から12月までの月次の金額欄を開設し，特
定の勘定にっき（P・46以下の雛形を用いた解説
では，Seller’s　Accounts，　Buyer’s　or　Customer’s
Accountsおよび諸口勘定の三部門としている），
借方残高を黒インクで，貸方残高を赤インク
で記入する。ただし，12月だけは，金額欄を
貸借二欄に区分する。50～51頁の帳簿雛形は，
上掲のとおりである。
　統計帳は，クレップのいわゆる‘Statistical
System’の中心となる帳簿であり，「総勘定
のダイジェスト」（to　digest　all　a㏄counts，　P．
54）である。十年間の総取引の金額と内容と
を明示しようとしている。86頁の帳簿雛形で
みると，明細な項目に分類して，1858年から
1867年まで，各年次を1欄として，10欄の金
額欄を左から右に開設している。分類項目は，
次のようになっている。これらの項目を左端
の欄に上から下へ列記してある。
　　L　仕入
　　　　　1月1日在庫
　　　　　仕　　　　入
　　　　　貸方諸口
　　2．売上
　　　　　売　　　　上
　　　　　借方諸口
　　　　　12月31日在庫
　　3．決済
　　　　　a．仕入
　　　　　　　　送金為替
　　　　　　　　為替手形
　　　　　　　　小切手
　　　　　　　　現金支払
97
4
5
【?
?????
　b．売上
　　　送金為替受取
　　　為替手形
　　　現金受取
　c．d．（省　略）
費用
　賃借料と税金
　賃金・給料
　諸　　　口
　利　　　息
損失
　商品売買損
　そ　の　他
負債
資産
　建　　　　物
　商　　　　品
　有価証券と手形
　預金残高
　現
　債
純利益
家事費
??
　　　　クレップは，元帳につき，分割元帳
制を採用している。すなわち，仕入先元帳，
得意先元帳，一般元帳（諸口元帳），秘密元帳
（資本，損益および家事費）を開設している。
　月次残高帳および統計帳により，月次，年
次の簿記の枠を超えた経営管理の統計資料を
常時作ろうとした試みは，当時としては，目
新しいものであったに違いない。
　ソーヤーの簿記書
　1862年（邦暦で文久2年，将軍家茂の治世）に，
ソーヤー（Joseph　Sawyer）の簿記書の第2
版がロンドンで出版された。定価は10シリン
グとある。この簿記書の初版の刊行年次は，
不明である。1975年に出版された英蘭勅許会
計士協会図書館の「書目」（Historical　Acco－
unting　Literature，　A　catalogue　of　the　coll．
ection　of　early　works　on　book－keeping　and
accounting　in　the　Library　of　the　Institute
of　Chartered　A㏄ountants　in　England　and
Wales，　etc，）には，第二版が掲示してあり，
また，エルドリッジ「前掲書』の「書目」に
は，この本が掲示されていない。また，ブラ
ウン編『会計史』の「書目」には，1800年まで
のものであるから，この本は，いうまでもなく
掲載されていない。ウルフ（Arthur　H．　Woolf）
の「会計小史』（1912）第2部・12章English
Works　on　Bookkeepingは，前出のフオス
ター（B．F．　Foster）の簿記書名が最後に出て
おり，ソーヤーに関しては言及していない。
　初版の発刊年次は，この簿記書の巻頭の「ま
えがき」の日付が1851年12月であり，また巻
末の「付言」の日付が1852年3月とある事か
ら推して，1852年とみるのがおおむね妥当で
あろう。この簿記書のタイトルは，次掲のと
おりであった。
ASystem　of　Book－Keeping，　drawn　up
for　and　expressly　adapted　to　The　Tann．
ing　Trade，　eml）racing　transactions　for
an　entire　year，　by　single　entry，　oonver・
ted　periodically　into　double　entry，　in　two
parts．
　　　　　　Part　I．
　　　　　　contalnlng
plans　for　the　Cash　Book，　Day　Book，　Bi．
11Book，　and　Ledger，　with　1nstructions
for　the　proper　arrangement　of　transac－
tions　and　for　balancing　the　books．
　　　　　　PartII．
The　Stock　Books，　by　the　sole　aid　of
which，　the　stock　on　hand　in　its　various
98
　stages　of　manufacture，　can　be　ascertain．
　ed．　Ensuring　the　detection　of　any　deficie．
ncy，　and　exhibiting　the　amount　of　profit
　on　 ach　p rcel　of　hides；wherein　is　laid
down　the　only　plan　by　wh五ch　the　profit
or　loss　of　each　year　can　be　ascertained．
　By　Joseph　Sawyer，　acoountant．　Second
　Edition－Price　10s．　London：1862．　　・
　ソーヤーの簿記書の帳簿組織は，現金出納
帳（Cash　Book），手形記入帳（Bill　Book），
日記帳（Day　Book）からなる複合仕訳帳制の
完備した典型である。この場合のDay　Book
は，いうまでもなく，一般仕訳帳（普通仕訳日
記帳）である。月次総合仕訳帳制は採用してい
ない。『簿記テキスト』としての水準は高い
ものであり，また，類書にみられない特色と
しては，後述するように，　「評価論」を正面
切ってとりあげている。
　第一部「序論」の冒頭では，開業貸借対照
表にはじまり，開始記帳の手続が明示されて
いるが，この貸借対照表の様式は，いわゆる
英国式で，その実況は，次頁のとおりである
（P・5）。
　このBalance　Sheet（貸借対照表）は，同時
に，開始残高勘定としての機能を果している
ものであり，その事実は，借方・貸方の両側
の左端に元頁の欄が開設され，元帳に開設さ
れる実体（在）諸勘定口座の頁数が明示されて
いることによっても明らかである。そこで，
この貸借対照表の様式が，いわゆる芙国式で
あるのは，会計報告書として意図的にこの様
式をとったのか，それとも，開始残高勘定に
相当するがゆえにこのような貸借の位置とな
ったのかで，問題がのこる。
また，秘密元帳（Private　Ledger）制の提
案がみえており，この帳簿に収容すべきもの
は，不動産勘定，家什勘定，売買勘定，資本
（主）勘定，損益勘定およびBalance－Sheetで
あるとしている。この場合の彼のいうBalanCe
－Sheetとは，まさしくBalance　Account（残高
英国古典簿記書（1543年～1887年）の発展史的研究（2）（久野）
借方 1851年1月1日　　貸　借対　照　表 貸方
????????
??
35
P．L．4
ウィリアム・ヘソリー商会
ジェームス。エドワード
トーマス・プリンス
ベソジャミン゜ワトソン
ワトキンズ・ライダー
ヘソリー・アイリソ
　　　　　　ぐ　　’r・e一シヤル・ハアー
ジェームス・ウィソドソー
シソプソソ・ペイン
ウィリヤム・クリソトソ
ジェームス・ホーザリソガム
ダドロー商会
麦　払　手　形
?
本
103
1015
　16
201
156
　61
304
　16
113
　42
　31
1116
3170
5013
8193
6821
15014
???????
???
??
1
?????
????????
??
2　343　36
　P．L．1
P．L．2
P．L3
?????
16 3
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐリチャードソン・スァハソ
ジョgeジ・タムソソ
アイザツク・PVックス
ジョージ・ヘイドン
ジェムス・ホウエル
トーマス・スネルグローブ
オルター・デビー
ヘソリP・マーシャル
ジェームス・オーウィック
ウイリアム・ジルバーロック
フレッド・ワーレン
ヘソリー・ヘイター
ジェームス・ジャクソン
ヘンリー・ウィルソン
ウィリアム・フィンチ
預 金
??? ???????? ?
ー?????????
?????
??
???
?????? ? ??
???
???
??
?? ???
5513
　36
126
ユ011
300
8026
15014
1一
????ー????????
??
16
???
?
3
勘定）の意味にとるべきであろう。
　現金出納帳や日記帳等の様式は，よく整備
されており，今日のテキストと比べてまった
く遜色がない。現金出納帳等の特殊（分割）仕
訳帳は，多桁式のものであり，また，日記帳
の金額欄は，今日のテキストで一般化してい
るような貸借の二欄を区別した様式になって
いる。次掲のとおりである。
　　　　（現金出納帳・左頁）
（同・右頁）
1851年1月 貸方
日付
借方 現　　金
元　売　買
夏　勘定
元　売　買　　　　　　　諸　ロ夏　勘定
日付 諸　ロ
日　記帳
1851年1月 Pンドン
日付
???
借方 貸方
　第一部の冒頭では，財産を取得原価ないし
原価差引減価で評価すべきことをのべるとと
99
もに，家什（備品）にっいては5％の償却を実
施すべきこと，またいかなる増価もこれを付
価すべきでない旨を明示している。さらに，
巻末（P・197以下）では，「商品の評価に関する
見解」というタイトルを付した項をとくに開
設し，その一節で，次のようにいう。
　「減価現象のない限り商品を取得原価で評
価すべきであり，実現していない利益を見積
るべきでないとする一般に認あられた原則を，
市価の下落という予期しなかった事情のもと
で，そのまま適用することは，疑問である」
と。っまり，商品にっいては，取得原価によ
る評価を原則とするが，併せて，低価法の適
用を考慮ないし示唆したものであろう。
　バタースビーの簿記書
　1878年（邦暦で，明治11年）に，マンチェス
ターの会計士（Public　Accountant，　Manche．
ster）バタースビー（Thomas　Battersby）の
簿記書が刊行された。正確な刊行年次は，タ
イトル・ページに記載がなく不明であるが，
「まえがき」の末尾の日付が1878年3月1日
とあるので，一応この年としておく。なお，
英蘭勅許会計士協会図書館の「書目」（前出）
でも，1878年とある。この簿記書のタイトル
は，次掲のとおりであった。
　The　Perfect　Double　Entry　Book－keeper
　（abridged），　and　the　perfect　prime　cost
　and　profit　demonstrator（on　the　depart．
　menta】system），　for　Iron　and　Brass　Foun・
　ders，　Machinists，　Engineers，　Shipbuilders，
　Manufacturers，＆c．　By　Thomas　Batters．
　by，　Public　Accountant，　Manchester．
　第一部（31頁），第二部（33頁～43頁）および
補論（44頁～48頁）からなる小冊子ではある
が，後述するように，優れた内容をもった啓
蒙書である。
　この簿記書の意図について，バタースビー
は，「まえがき」の一節で，次のようにいう。
1QQ
　「本書の意図するところは，鋳造業者，技
師，製造業者その他これらに類する企業家達
に適合するような簿記および素価（Prime　Co－
st）に関する簡明かっ完全なシステムを，一
般の人々に明らかにすることにある」と。彼
のこの意図は，すでに，長文のタイトル（前
出）にも明瞭に示されている。
　本書の構成は，次のようになっている。
　第一部　序論
　　　　　簿記の基本原理
　　　　　複式記入
　　　　　補助簿と仕訳帳および元帳
　　　　　仕訳の原理
　　　　　転記のルール
　　　　　勘定の雛形
　　　　　組合の簿記
　　　　　有限責任会社の簿記
　　　　　簿記の上級理論
　　　　　帳簿論と勘定論の概説
　第二部　素価と利益
　　　　　諸方法の概説
　　　　　素価と利益の一般原則
　　　　　直接費の適用と蒸気部門
　　　　　間接費の適用と利益
　　　　　帳簿論
　　　　　一般的な傾向
　補論
第一部でBook－keeping（System　of　Book
－keeping）を，第二部でPrime　Cost　Keep．
ing（System　of　Prime　Cost）を取り扱って
いるこの簿記書の各編の内訳項目をみただけ
でも，新興工業都市マンチェスターの姿が目
に浮ぶ思いがする。
　帳簿組織としては，複合（分割）仕訳帳制を
採用しており，現金出納帳，受取手形記入帳，
支払手形記入帳，仕入帳，売上帳等を補助簿
兼分割（特殊）仕訳帳として用いる。そこで仕
訳帳の機能は，バタースビーの言葉を借りれ
ば，次のようになる（P・12）。
　‘The　Journal　is　generally　said　to　be　an
英国古典簿記書（1543年～1887年）の発展史的研究（2）（久野）
仕　　訳　　帳
18???
?????
??
78年
1日
借方　諸口
????
貸方　資本（主）
金…・………・……・………・…一…・
金………・………・…………・…一・・
械・………………・……………・……
鉄・・………………・…・…………・…・
エソジン’ボイラー・…・……・
工具器具…………
同　上（鋳物場）…………
備　　　　　　品…………
土　　　　　　地…………
資本（主）
幽　●　臼　，　■　齢　o　●　畳　●　●　●　●　，　■　陰　●　●　●　●　■　■　o　●　●　●　・　■　o　o
●　・　○　●　，　9　．　●　o　・　・　．　●　・　，　■　・　o　・　・　，　・　o　…　　　　　．　■　o　・
，　●　■　，　r　■　o　●　●　●　■　．　■　g　o　●　●　・　・　．　o　●　o　o　．　．　o　o　，　o
o　9　●　■　o　o　●　●　●　■　．　o　●　■　●　，　o　o　●　●　．　■　■　，　，　o　o　●　●　●
o　・　画　・　・　■　・　●　・　，　，　■　●　o　・　・　．　．　，　o　・　…　　　　　●　o　o　・　・　「
サミエル・ウィルソン
　50
3000
3300
2000
1000
7300
2600
　50
1000
S
?????
d。　　£
?
20300
300
S．
0
d
0
0
借方 資　　本　（主） 貸方
1878年
　1月 ??? 　　　　　　　　　1サミエル・ウィルソン
　　　　　　　　　9G．S．カレソト………
残高………………・・…・　　　　　　　　　10
£
　300
　40
20619
20959
???
6
d．1878年
　0　1月
　0
　8
8
?????????? 20300
　83
　575
20959
?（??d?S
6 8
　abstract　of　a11　the　subsidiary　books；　it
　is　also　used　for　receiving　original　entr・
　ies　which　do　not　strictly　belong　to　the
　subsidiary　books，　cross－entries，　transfers
　from　olle　aooount　to　another，　and　the
　CIOSing－entrieS．，
　つまり，仕訳帳での記帳の内容は，
　（イ）補助簿（分割仕訳帳）の総合仕訳
　（ロ）開始仕訳
　（A）相殺記帳および振替仕訳（残高，損益の
　　　両集合勘定への振替）
　←）名目諸勘定の締切仕訳
　となるわけである。
　開始記帳に際しては，資本（主）勘定を相手
科目として，資産諸勘定・負債諸勘定を対置
するという伝統的な手続によっている。開始
残高勘定（ないし残高勘定）は，この場合は用
101
いていない。19頁・21頁から，実況を上に紹
介しておこう。元帳の冒頭に開設される資本
（主）勘定口座では，諸口として合計額を掲示
するにとどめている。
　期末における実体（在）諸勘定の総括（ba】anc・
ing　and　ruling　entries）では，残高勘定口座
を開設し，仕訳帳を経由して振替える。損益
勘定口座への振替・名目勘定の締切（closing
entries）も同様に仕訳帳を経由して行なって
いる。残高勘定の内容は，借方側・貸方側と
もに，それぞれ資産・負債と資本の各個別項
目の明細を掲示してあり，単に諸口としてト
ータルを示すという方法は採用していない。
25頁からその実況を次頁・上段に示そう。
　バタースビーは，Balance　Sheetについて，
とくに雛形は示していないが，30頁で，注目
すべき次の見解をのべている。
借方 残
?
貸方
1878年
　1月31日????? ???
エンジソ・ボイラー????????具　　器　　具
上（鋳物場）
取　　手
???
????????
??????　　　s　d3500　　　　0　　0
1800　　　　0　　0
1000　　　　0　　0
　995　　16　　　8
7474　　　　1　　8
2589　　　　3　　4
　50　　　0　　0
　　1　　0　　　　0
　990　　　0　　0
2021　　　　5　　0
1250　　　　0　　0
　　9　　0　　　　0
　245　　　0　　0
21925　　　　6　　8
　「バランス・シートを構成する各項目は，
残高勘定のそれと同じであるが，貸借の位置
は左右が逆になる。その理由は，残高勘定は
財産勘定のひとつであって，元帳の財産ない
し資産に属する借方残高と，負債に属する貸
方残高とを集合したものにすぎないのに対し
て，バランス・シートは人名勘定のひとつで
あって，資本主に対して彼の債務である負債
を借方側に，資産を貸方側に示しているから
である。したがって，資本主に提出する場合，
資本主の人名勘定であるバランス・シートは，
その主旨に沿った様式のものとなっているの
である」と。
　いわゆる英国式貸借対照表の様式について，
残高勘定（いわゆる閉鎖残高勘定）と比較しなが
ら，この様式のもつ意味ないし本質をするど
くついている。
　さらに，バタースビーは，30頁でいう。
　「原材料を労働力や機械を用いて製品にか
えている製造業者の場合では，通常の簿記の
手続に加えて，原材料，賃金等の資料を整備
し，各生産段階での製品の素価（Prime　Cost）
を測定する必要がある」として，第二部
prime　Cost　and　Profit（pp　33～43）を設け
ている。
1878年
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　彼はこの計算領域を，とくに‘Prime　Cost
Keeping’と称している。　「素価」もしくは
「第一原価」とは，　一般に直接材料費と直接
労務費との合計をいう。周知のように，今日
でも小工場の経営者は，素価を製品の最低原
価と考え，これに製造部門費の配賦額を割り
掛けて製品原価とするのである。この場合，製
造部門費の配賦額は，素価法（Prime　Cost
Method）では，一定期間の製造部門費を同
期間の素価総額で割って配賦率を計算し，指
図書別の素価にこの配賦率を乗じて製造部門
費配賦額を算出する。この場合，製造部門費
が素価と相関関係を保つという保証はないか
ら，正確を期し難いとする批判もあるが，簡
便法として用いられている。
　バタースビーは，第二部の冒頭で，次のよ
うにいう。
　「素価計算の目的は，将来に同様の注文を
請負うに当って，その見積を容易かっ確実に
するために，現在の契約から資料を集めるこ
とにある」と。
　大規模な機械設備を要しなかった時代，も
しくは，単純かつ小規模な経営にあっては，
製品原価もしくはその最低原価は，素価から
成り立っとされていたのである。バタースビ
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一の場合では，36頁で素価を次のように区別
する。
　　Nett　Prime　Cost……直接材料費，直接
　　　　　　　　　　　　賃金等の直接費。
　　Gross　Prime　Cost……Nett　Prime　Cost
　　　　　　　　　　　　に間接費を配賦・
　　　　　　　　　　　　加算。
　そして，部門間接費の配賦手続を解説する
のである。
　なお，近代的大規模経営での総合原価計算
の場合では，直接費と間接費の区別を必要と
しないから，素価ないし直接原価というこの
原価区分は存在しない。
　また，バタースビーの簿記書では，「正規
の費用償却制」を明快に説明しており（P・35），
減価償却費を素価の構成項目としている。
　バタースビーのこの簿記書は，僅かに48頁
の小冊子ではあったが，現代簿記への先駆と
みてよい。とくに，1887年（邦暦で明治20年）
に刊行されたガルク・フェルス『工場会計』
（次掲）に与えた影響は，大きいと考えられる。
　ガルク・フェルスの『工場会計』
　1887年（邦暦で明治20年）に，ロンドンでガ
ルク・フェルス（Emile　Garcke　and　J．　M．
Fells）共著『工場会計』が出版された。その
タイトルは，次掲のとおりであった。
　Factory　Accounts，　their　principles　and
　practice．　A　handbook　for　A㏄ountants
and　Manifacturers　with　appendices　on　the
　nomenclature　of　machine　details；the　In・
　come　Tax　Acts；the　Ratillg　of　Factories；
　Fire　and　Boiler　Insurance；　the　Factory
and　Workshop　Acts，　etc．　Including　also
　aglossary　of　terms　and　a　large　number
　of　specimen　ruling，　by　Emile　Garcke　and
　J．M．　Fells．　Landon．
　本書にっいて，最初の近代的な工業会計の
文献であるとする世評が高いが，それは，ひ
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とつには，その序文の冒頭で，「工場会計を
規律する諸原理に関する体系的記述を，英国
の読者に提供しようとする最初の試み」であ
ると，著者達が，自賛していることによるも
のであり，本書中の白眉ともみられる「素価」
（prime　cost）　の分析にしても，すでに前出
のバータースビー（T．Battersby）の簿記書
に相当明細に解説されている。
　本書の構成は，次のようになっている。
　　第1章序論（PP・1～15）
　　第2章労働（PP・16～44）
　　第3章原材料（PP・48～59）
　　第4章素価（PP・60～75）
　　第5章製品（pp．76～94）
　　第6章固定資本（PP・95～118）
　　第7章　棚卸（PP・119～129）
　　第8章結論（PP・130～151）
　　「補論」　A．－F．（pp．152～214）
　　用語解説（PP・215～222）
　　索引　（p．223）
　本書の特色のひとつは，第1章（P・11）で，
　「商業簿記での元帳，仕訳帳および現金出
納帳その他の補助簿の明細に立ち入って説明
するつもりはない。一般の簿記に関する優れ
た文献が数多く存在する以上，その必要はな
いと考える。我々は，読者に対して，工場会
計の適正な理解のための必須の諸命題を熟知
させようと意図しているのである。おおむね
以上の理由により，諸帳簿の雛形を用い記帳
取引事例を仮設するというやり方で従前から
の商業簿記書の著者達に追随する必要がある
とは考えていない」とのべていることからも
明らかなように，一般の簿記テキストの伝統
的なあるいは典型的なパターンをあえて踏襲
していない。
　その反面，工場会計の領域に特有の補助簿，
例えぽ，製品元帳，原材料元帳あるいは賃金
台帳，諸設備に関する各種の台帳，さらに各
種の指図書，命令書等に関する明細な解説が
加えられており，また，「素価」（prime　cost）
借方
素　価　元　帳
オーダー一　Na． 貸方
??
摘要
????
数量or
重量
??
材　料
U
賃　金
?
その他
支払?
??
摘要
???? ?????? 金額
£ト．1・・
の分析はもとより，固定資本（固定資産）およ
びその減価償却に関した詳細な記述もみえて
いる。固定資産会計ないし減価償却会計の文
献としてみても，優れた内容をもっている。
　さらに，各章の内容は，簿記・会計に関す
る諸問題に限定されることなく，経営組織を
論じ，あるいは近代工場組織を論じ，あるいは
管理組織を論ずる等，大そう幅ひろく，いわば
経営全般にわたる啓蒙書としての性格も顕著
である。また，巻末の「補論」A．－F．では，
「所得税法」や「火災・汽罐保険法」（the　Law
of　Fire　and　Boiler　lnsurance）あるいは「工
場法」（the　Factory　and　Workshop　Acts）
等を論じている。
　工場会計の場合では，基本的諸原則に変わ
りはないとしても，単なる商業簿記の応用と
いった程度では，とうてい正確で信頼のおけ
るものとはなり難く，工場に特有な諸勘定・
諸帳票を大幅に導入することによって，はじ
めて所期の目的を達成しうるとする彼等の考
え方が，全般にわたって具体化されていると
いえよう。
　この研究領域における先駆的業績のひとつ
といわねばならぬ。
　以下，前項のバタースビーの「簿記書」で
も紹介してある「素価」（prime　cost）を中心
として検討を加えておく。
　第1章で近代工場制工業の発展・現状の分
析を行ない，第2章では賃金の支払に関する
一般的手続を，さらに第3章では原材料の受
入と払出の手続を論じ，第4章「素価」では，賃
金および原材料費の2要素を結合する素価の
記録および一般管理費（general　charges）の
問題点を論じている。本書の67頁では，上掲
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の「素価元帳」（Prime　Cost　Ledger）を示し
ている。
　諸帳票，素価元帳，仕訳帳および一般元帳
（Commercial　Ledger）の記帳関係について，
優れたダイヤグラム（Diagramlll．）を示して
いることも，とくに付記する。
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を参照されたい。また，前掲の「書目」の‘Gene－
ral　Information　’の末尾の記事によると，協会図
書館の蔵書のうちで，とくに重要な文献および稀
潮本（the　more　important　and　rarer　books）とみ
られるもの百冊以上が，World　Microfilms　Publi．
cationsからマイクロフィルムで刊行されている旨
が明示されている。わが国においても，マイクロ
フィルムおよびそのゼロックス版の形で，この貴
重な資料を入手できるようになったことは，研究
者にとっての一大福音といわねばならぬ。本稿で
は，英書の一部と米書の相当部分につきオリジナ
ル本を用いた外は，大部分このゼロックス版を用
いている。
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